



































































大学の授業における LMS 利用と大学教員の LMS への意識との関係 （石川　勝彦　原　敏）
2．方法
回答者・調査方法
2018 年 6 月、山梨学院大学 6学科の専任教
























































































































































































講義スタイル・内容と LMSが合わない 8 10.3
講義の管理が確立していて LMSは不要 7 9.0
講義に LMSを使っても楽になりそうにない 4 5.1
なんとなく LMSを使いたくない 1 1.3
セキュリティや情報管理上の不安がある 1 1.3





















なんとなく群 > 技術的不安群（t（72）＝2.746, 














項目 Factor1 Factor2 共通性
manaba でやりたいことをするのは容易だと思う 1.08 －.31 .75
manaba は使いやすいと思う .90 －.10 .67
manaba を利用することは賢明だと思う .64 .20 .65
manaba は教育業務の効率を高めると思う .26 .64 .73
できるだけ manaba を利用していこうと思う .22 .61 .63
manaba は学生の学習の質を高めると思う .11 .60 .48
manaba を利用する利便性は大きいと思う .36 .55 .75
使い方を教えてもらえるなら使っていきたいと思う －.21 .41 .08
因子寄与 4.025 3.652
表 4　使用状況（2＝使用、1＝不使用）を目的変数とする順序ロジスティック回帰分析
Predictor OR 95％下限 95％上限 VIF
容易性 .69 0.312 1.512 1.888





















































test：β＝.307, SE＝0.905, Z＝2.477, p<.05）。こ
のことから、効果性の認知のみが LMS の使用 /
不使用に影響しているわけではなく、個別の技
術（LMS）に対する反応と関連を持つことに
よって LMS の使用 / 不使用を条件づけている
ことが示された。
図 5　 容易性の態度、効果性の態度をそれぞれ従属変数、不使用理由のクラスターを独立変数とする 1 要因分
散分析
－ 48 －































p<.000, CFI＝.697, RMSEA＝.297, SRMR＝.137, GFI＝.863, AGFI＝.522, AIC＝72.977, 
BIC＝106.704； 技 術 受 容 規 定 モ デ ル（ 下 図 ）：χ2（5）＝5.489, p＝.359, CFI＝.997, 
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